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成年後見制度利用促進基本計画策定に係る実態調査結果について 

第１章 調査の概要 

１ 調査目的 

本調査は、江別市の高齢者等の成年後見制度に係る実態を把握し、令和３年度策定予定の

「江別市成年後見制度利用促進基本計画＜計画期間：令和３年７月（予定）～令和６年度＞」

の基礎資料を得ることを目的として実施。 

 

２ 調査方法と回収状況 

  令和２年度策定予定の「江別市高齢者総合計画（第９期江別市高齢者保健福祉計画・第８

期江別市介護保険事業計画）＜計画期間：令和３年度～令和５年度＞」に係る実態調査と合

わせて調査。 

・調査基準日：令和２年１月１日、令和２年４月１日 

・抽 出 方 法：日常生活圏域・性別・年齢区分、住民基本台帳から無作為抽出。 

・調 査 期 間：令和２年１月 17 日（金）～令和２年５月１日（金） 

 調査対象 調査対象数 有効回収数 回収率 

市
民
向
け
調
査 

第１号被保険者 ※要介護１～５の認定者は除く 1,950 1,567 80.4% 

第２号被保険者 ※要介護（支援）認定者は除く 1,000 521 52.1% 

居宅サービス利用者 ※要支援・要介護認定者 3,058 1,866 61.0% 

施設サービス利用者 ※要介護認定者 470 282 60.0% 

サービス未利用者  ※要支援・要介護認定者 1,010 625 61.9% 

事
業
系
調
査 

介護保険サービス事業所 176 133 75.6% 

高齢者向け住宅事業者 22 15 68.2% 

ケアマネジャー 120 104 86.7% 

 合 計 7,806 5,113 65.5% 

 

３ 調査項目 

調査対象 調査項目 

第１号被保険者 

第２号被保険者 

居宅サービス利用者 

施設サービス利用者 

サービス未利用者 

○ 成年後見制度の認知度 
○ 成年後見制度の利用意向 
○ 利用しない理由 
○ 成年後見人ができると思うこと 
○ 自身が将来不安に思うこと 
○ 江別市成年後見支援センターの認知度 
○ 成年後見制度に関する相談先 

介護保険サービス事業所 

高齢者向け住宅事業者 

ケアマネジャー 

○ 成年後見制度の認知度 
○ 成年後見人ができると思うこと 
○ 支援対象者の中で成年後見制度の利用が必要と思われる方の有無 
○ 成年後見制度の利用が必要と思う理由 
○ 江別市成年後見支援センターの認知度 
○ 成年後見制度に関する相談先 
○ 成年後見制度に関する課題（自由回答） 

資料５ 



①大麻第一地域包括支援センター

②野幌第一地域包括支援センター

③江別第一地域包括支援センター

④江別第

 

４ 報告結果の

・基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数（調査数）です。

・各設問の集計にあたっては、各設問とも「有効回答数」から無回答の件数を差し引いた件数

を「回答者数（調査数）」とし、これを基数として構成比（％）を算出しました。従って、各設

問とも「回答数（調査数）」は異なります。

・百分率（％）の計算は、少数第２位を四捨五入し、少数第１位まで表示しました。従って、

単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、％の合計が

合があります。

・複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、％の合計が

・本文、表、グラフは表

ります。

・分析軸の項目に「無回答」があるため、全体のｎと合計が合わない場合があります。

・原則、回答者数（調査数）が

触れない場合があります。

・調査結果上の

 

 

[地域包括支援センター

①大麻第一地域包括支援センター

②野幌第一地域包括支援センター

③江別第一地域包括支援センター

④江別第二地域包括支援センター

①

報告結果の留意点

基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数（調査数）です。

各設問の集計にあたっては、各設問とも「有効回答数」から無回答の件数を差し引いた件数

を「回答者数（調査数）」とし、これを基数として構成比（％）を算出しました。従って、各設

問とも「回答数（調査数）」は異なります。

百分率（％）の計算は、少数第２位を四捨五入し、少数第１位まで表示しました。従って、

単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、％の合計が

合があります。 

複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、％の合計が

・本文、表、グラフは表

ります。 

・分析軸の項目に「無回答」があるため、全体のｎと合計が合わない場合があります。

・原則、回答者数（調査数）が

触れない場合があります。

調査結果上の地区は、下記のように３地区とします。

地域包括支援センター

①大麻第一地域包括支援センター

②野幌第一地域包括支援センター

③江別第一地域包括支援センター

地域包括支援センター

① 

② 

③

留意点 

基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数（調査数）です。

各設問の集計にあたっては、各設問とも「有効回答数」から無回答の件数を差し引いた件数

を「回答者数（調査数）」とし、これを基数として構成比（％）を算出しました。従って、各設

問とも「回答数（調査数）」は異なります。

百分率（％）の計算は、少数第２位を四捨五入し、少数第１位まで表示しました。従って、

単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、％の合計が

複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、％の合計が

・本文、表、グラフは表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

・分析軸の項目に「無回答」があるため、全体のｎと合計が合わない場合があります。

・原則、回答者数（調査数）が

触れない場合があります。 

地区は、下記のように３地区とします。

地域包括支援センター] 

①大麻第一地域包括支援センター 

②野幌第一地域包括支援センター 

③江別第一地域包括支援センター 

地域包括支援センター 

③ 

④ 

基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数（調査数）です。

各設問の集計にあたっては、各設問とも「有効回答数」から無回答の件数を差し引いた件数

を「回答者数（調査数）」とし、これを基数として構成比（％）を算出しました。従って、各設

問とも「回答数（調査数）」は異なります。

百分率（％）の計算は、少数第２位を四捨五入し、少数第１位まで表示しました。従って、

単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、％の合計が

複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、％の合計が

示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

・分析軸の項目に「無回答」があるため、全体のｎと合計が合わない場合があります。

・原則、回答者数（調査数）が 30 未満の場合、参考として値を記載するにとどめ、本文中では

地区は、下記のように３地区とします。
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基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数（調査数）です。

各設問の集計にあたっては、各設問とも「有効回答数」から無回答の件数を差し引いた件数

を「回答者数（調査数）」とし、これを基数として構成比（％）を算出しました。従って、各設

問とも「回答数（調査数）」は異なります。 

百分率（％）の計算は、少数第２位を四捨五入し、少数第１位まで表示しました。従って、

単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、％の合計が

複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、％の合計が

示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

・分析軸の項目に「無回答」があるため、全体のｎと合計が合わない場合があります。

未満の場合、参考として値を記載するにとどめ、本文中では

地区は、下記のように３地区とします。

 

 

江別地区

野幌地区

大麻地区

基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数（調査数）です。

各設問の集計にあたっては、各設問とも「有効回答数」から無回答の件数を差し引いた件数

を「回答者数（調査数）」とし、これを基数として構成比（％）を算出しました。従って、各設

百分率（％）の計算は、少数第２位を四捨五入し、少数第１位まで表示しました。従って、

単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、％の合計が

複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、％の合計が 100

示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

・分析軸の項目に「無回答」があるため、全体のｎと合計が合わない場合があります。

未満の場合、参考として値を記載するにとどめ、本文中では

地区は、下記のように３地区とします。 

江別地区

１条、２
緑町東、
町、高砂
町、上江
町、元町
み野、朝
えぎ野西
町、対雁
豊幌美咲町

野幌地区

錦町、幸
幌、新栄
央町、野
代々木町
丘、あさひが丘

大麻地区

文京台
麻、大麻
美町、大
麻宮町
大麻栄町、大麻新町、大麻北町、大麻元町

基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数（調査数）です。 

各設問の集計にあたっては、各設問とも「有効回答数」から無回答の件数を差し引いた件数

を「回答者数（調査数）」とし、これを基数として構成比（％）を算出しました。従って、各設

百分率（％）の計算は、少数第２位を四捨五入し、少数第１位まで表示しました。従って、

単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、％の合計が

100％を超える場合があります。

示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

・分析軸の項目に「無回答」があるため、全体のｎと合計が合わない場合があります。

未満の場合、参考として値を記載するにとどめ、本文中では

２条、３条、４条、
、萩ヶ岡、王子、
砂町、向ヶ丘、上
江別南町、ゆめみ
町、牧場町、元江
朝日町、あけぼの
西、萌えぎ野東、
雁、角山、豊幌、

豊幌美咲町

幸町、野幌町、東
栄台、野幌寿町
野幌松並町、野
町、東野幌、東野

丘、あさひが丘

台、文京台東町、
麻桜木町、大麻
大麻園町、大麻

町、大麻沢町、大
大麻栄町、大麻新町、大麻北町、大麻元町

 

各設問の集計にあたっては、各設問とも「有効回答数」から無回答の件数を差し引いた件数

を「回答者数（調査数）」とし、これを基数として構成比（％）を算出しました。従って、各設

百分率（％）の計算は、少数第２位を四捨五入し、少数第１位まで表示しました。従って、

単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、％の合計が 100％にならない場

％を超える場合があります。

示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

・分析軸の項目に「無回答」があるため、全体のｎと合計が合わない場合があります。

未満の場合、参考として値を記載するにとどめ、本文中では

５条、６条、７条、
、大川通、東光町
上江別、上江別西
み野東町、ゆめみ

江別、見晴台、元
の町、江別太、萌
、美原、篠津、中

、豊幌花園町、豊

東野幌本町、野幌
町、野幌屯田町、野
野幌末広町、野幌
野幌町、野幌東町

、文京台緑町、文
麻ひかり町、大麻南
麻東町、大麻高町
大麻扇町、大麻西

大麻栄町、大麻新町、大麻北町、大麻元町

各設問の集計にあたっては、各設問とも「有効回答数」から無回答の件数を差し引いた件数

を「回答者数（調査数）」とし、これを基数として構成比（％）を算出しました。従って、各設

百分率（％）の計算は、少数第２位を四捨五入し、少数第１位まで表示しました。従って、

％にならない場

％を超える場合があります。 

示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

・分析軸の項目に「無回答」があるため、全体のｎと合計が合わない場合があります。 

未満の場合、参考として値を記載するにとどめ、本文中では

、８条、緑町西、
町、一番町、弥生

西町、上江別東
み野南町、若草

元江別本町、いず
萌えぎ野中央、萌
中島、八幡、工栄
豊幌はみんぐ町、

幌若葉町、元野
野幌美幸町、中
幌住吉町、野幌
町、西野幌、緑ヶ

文京台南町、大
南樹町、大麻晴

町、大麻中町、大
西町、大麻泉町、

大麻栄町、大麻新町、大麻北町、大麻元町
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、


